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	応用
	抗原情報
	背景
	巨大タンパク質タイチンは、その関連タンパク質とともに、サルコメアの主要構造であるM帯およびZ板を相互接続しています。タイチン鎖のC末端はM線まで伸びており、見かけの分子量が190 kD（ミオメシン1）および165 kD（ミオメシン2）のM帯構成要素と強固に結合します。このタンパク質、ミオメシン1は、ミオメシン2、タイチン、およびその他の筋原線維タンパク質と同様に、フィブロネクチンIII型（モチーフI）または免疫グロブリンC2（モチーフII）ドメインと強い相同性を持つ構造モジュールを含んでいます。ミオメシン1およびミオメシン2はそれぞれ独自のN末端領域を持ち、その後にモチーフIまたはモチーフIIの12個のモジュールがII-II-I-I-I-I-II-II-II-IIの配列で続きます。この反復配列領域において、2つのタンパク質は50%の配列相同性を示す。タイチン鎖の一端において、これら2つのタンパク質によって形成される頭部構造は、Mバンドの中心まで伸びている。統合構造機能：脊椎動物の筋原線維Mバンドの主要成分。ミオシン、タイチン、およびライトメロミオシンに結合する。この結合は用量依存的である。,類似性：5つのフィブロネクチンIII型ドメインを含む。,類似性：5つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含む。,サブユニット：TTN/タイチンと相互作用する（類似性による）。PNKDと相互作用する。,
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	MYOM1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト骨格筋の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

